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解 剖 學

　 慢艮の 解瞳所見　青木文
一郎 ・

立 石新吉 ・
旧中

亮 ・古よ瞬匕魅 科學 の 毫灣 6
，
49t−518

， 昭郵 13

年 11 月 20 臼 ， 臺大理農動物

　儒艮 は 毫灣に 於 い て は 昭和 8 年 以 來 犬然記念物

と して 指定 されて 居 る動物で あ るが ， 偶 々 昭和12

年 3 月 25 日 フ
ィ 馬 ビ ン 北部 カ ミ ギ ソ 島沖で 是 が

捕穫 の 報あり ， 次 い で 是を高雄に 持參冷凍の 後臺

灣總督府障物館に 於 い て 入 手購入す る 事 と な つ た

家第 で あ る。臺北 に輪淦後勲時臺北帝大動物學教

室附屬の 冷凍室 に 保存 し ， 同年 7 月 20 日 同教

室員並 に博物館關係者等の 手 に鉄つ て 解體が 行は

れ た。皮革及骨骼 は各標本 と して 總督府博物館に

保存 し ，

一
方内臓は激室に 於い て それ ぞれ處理 し

研究 の 結果が一
先 づ 本報告 と な つ た 実第 で ある 。

捕曁後籔 ヶ 月を經過 して 解剖 が 行は れ たに 係 らず

材料 の 保存獣態は 甚だ艮好で あつ て ，冷凍事業 の

遶歩と普遍化 とが ， 特に熱帶地 に 於けるこ の 種硯

究 の一過程 と して 重要な役鬻を持ち得 る事 の 良い

例證 ともなつ た次第 で ある。

　 こ の 潤體 は 殪長凡 そ 2・5m 許 tJの 成熟 した 雌で

あ つ て ，解鎧 の 進行中計 らずも出産間 近 い 胎 兒

〔雌〕が あ る事を發見 ， 是 に 就 い て も記載を加へ た。

記載は 先 づ外部形態 ， 各部 の 測定 に始め ， 内臓に

及 ん で謝 匕，呼吸 ，泌尿生殖 ，循環等の 諸器官並

びに 甲1伏腺等に 就 い て 記 した。插 入寫眞 20 葉 ， 、

そ の 申胎 兒 に 關す る もの 3，外形 3 を 除 く外は皆

内臓に 關するもの で あ？て ，印刷按術も亦外地と

して は 相當なth來で あ り記事 の 理解 を 助 くる處少

なからざるもの と思はれる。

分 類 睾

　吸昌類の 一新屬 MiCrophalloides　 O ・・ a

new 畧enus 　tllicrop7ialloides 　of　もhe　trematode ．
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　 去 る 19，　16　ql余は ア シ ハラ ガ ＝ （當時ハマ ガ ニ と

稱 した 〕 に 寄生す る
一
種 の 被嚢幼吸蟲を記載報告

した 。 處が 米人 ‘）SBO 瓢 は 私 の 記載を見て 自分 の

研究 した
一
新種と共に之を 盟 伽 0画 〜瑯 屡中に

入 れ之 に 銘 洶 η 煎 淵 なる種名を輿 へ た 。 爾來

久 しい 閤母 蟲が 發見 され ず に ゐ た が ，常に 此 の 種

名を 以 て 諸處 に引用記載せ られ て ゐ た 。 然 る に

1936年 5月 に 九大 の 高崎
一

郎氏が幅岡及 び熊本 の

海岸で 得た ア シ ハ
ラ ガ ニ 體内の

一綾嚢幼吸蟲を鼠

等に 試食せ しめ て 母蟲を育成せ られ た 。 其 の 母蟲

の 同定 に つ き私 に相談が あつ た の て，其 の 侵同氏

と共 に 母蟲 の 研究を重ね た結果に よ る と OSBORtN

の 云ふ 頻   IY；allu ，s 屬 の もの と大 に 異 なる點が

あ る事 を 發見 した の で 之 を新屬と した。而 し大 體

本屬 に似て ゐ る點か ら ］f・icroliluコltoidesな る屬名
．
を用ふ る事 に した 。

　其の 主な特徴で N’icrophallttsと異なつ て ゐる

點 は 卵黄腺の 形態 と其 の 位置 で 一”icrophal−lus 屬

で は塊状で腸管の 後方に あるが本薪屬で は 7− 9

個 の 胞状體 か ら成 り腸管前方 に 位 して ゐ る 。 次に

雄性生殖管 の 末端 の 講造 で MicrophaUus で は陰

塰 毳が ない が ， 本屬 に あつ て は 明か に牛月形乃至

略塊状をなす陰莖嚢があつ て 其兩端に
一一種特別 の

講造 を有 して ゐ る一
部 が ある。 該部の 作用等は倚

不閣 で あ る。

　本蟲は被嚢幼蟲時代に 體内の 構造は 殆 ど完成し

母蟲に 酷似 し只僅か に生殖器 の 發逹不十分 で ある

位だ か ら ， 之 を試驗動物に 試食 せ しむ る と直に 生

殖器完成して 母蟲 と な る 。 脚ち試食後 12 時間の

もの は既に 生殖器が 完成して ゐ る。

　本蟲の 自然の 最終宿主 は尚不明で あるが 實験的

に は 二 十周鼠 ， 白鼠 ， モ ル モ ッ ト，犬及び雀等に

感染せ しむ る事 が 出來 る。 恐 らく轟鼠其他の 野獸

乃至肉食す る鳥類が固有 の 最終宿主 で は ある ま い

か 。 之 に就い て は筒 後日 の 研 究に 俟た ね ば な ら

ぬ。　　　　　　 1
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